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要旨：本研究では、平成１王年度から大東町
墓本健康診査の受診者を対象として、その健康状況お

よび生活

状況を、コホート研 究 により継 続 調 査をして いる。 本 年
度 は、２００２ 年 度 基 本健 康 診 査 の 結 果と健 康習 慣

に つ

い て、 性 別、 年 齢 階 級 別 に 分析 し検討 を行 った。 その 結 果、 対
象 者 の 健 康 状 況 および 健 康習 慣 に つ いて、

性別、年齢階級別の以下の特徴カ
ミ示された。①４０～５０歳代の男女は、

良好な健 康状態を保袴している者が

いる一方、継 続的な医療の必要な状態 へ移行する可能性をもつ者
が多い年齢群であった。②有訴 率は、男

女とも す べての 年 齢 階 級 で 全国より高く、特 に、４０～５０ 歳 代でこの 傾 向
が高 かっだ。 ③５０ 歳 代 の女 性 は、 自

覚的健 康度が低い傾 向カミ示された。④壮年期、特に ゑ０ 歳代の男女は、
他の年齢群と比較して生活習慣 に

おける健 康配 慮カミ乏しく、４０ 歳 代 の男 性 に つ いては、 食 習 慣 へ の 無 関
心も目 立っ た。 ⑤ 女 性、 特 に、４◎～５０

歳代の女 性は、睡眠時問カ
ミ不足していた。今後住民ひとりひとりの置かれている環境、杜

会的役割や樋値観

を、個 々 お よび集 団としてとらえ、そ れぞ れ の二一
ズに応 じた支 援 の 必 要牲カ塙 いことカミ示 唆さ牝 た。

Ｉ．
はじ め に

平成 王２ 年度より、壮年期死亡の減少 および健

康寿命の延長と生活の質の向上を基本理念とする

伽 世紀 における国民 健康づくり運動（健康 員本

２１）」勿欄 始された、健康は、個人の健康観に基
づ

いてひとりひとりが主 体的 に敢り組む課題であるが、

個 人の責任 範囲を超 えたところで規定されている

部 分もある。
「健 康 目 本 ２ｕ では、個 人 の 意 思 によ

る行動変容と、それを支援する杜会環境づくりによ

り、人々 の健康を実 現しようとする考え方
が強調さ

れて いる １）。また、 住 民 自 身 が 主 体 的 に 生 活 の 改

善に取り組むための支援として、地域の 実態や住

民二一ズに即した情 毅の提供と健康 資源 の整備

が 欠 か せな い ２〕。 その ため に は、個 人 のもつ 健 康

問 題を明らかにするとともに、 地域全 体の 健康指

標 の 継 続 的な モニタリングが重 要 になってきて いる。

つ まり、 行 政 添 担う健 診 では、 住 民 個 々 のスクリー

ニングや 行 動 変 容 を図るの みならず ２〕、 種々 の 健

康関運 指標を活用しながら地域の健 康課 題の解

決を図る機 会とすることが必 要である。

平成 互王 年度から、大東町 町民の健康状
態およ

びそれらに影 響を与完る生活 状況を明らかにする

ことを昌的とし、基本健 康診査の受
診 者を対象とし

て、経 年 的 に、
健 診 結 果など の客 観 的 健 康 指 標、

自覚的 健康度のような主観 的健康指標、ＱＯＬ 指

標の実態 や健 康習慣との 関連性につ いて検 討を

重ねてきた 鮒、本年度は、２００２年
度 基本健康診

査の結果と健康習慣の関わりを中心に検討を行っ

だ
。

Ｉ． 研 究方 法

１． 対 象

大東町に屠往する佳 民で、平成 １４ 年度
基本健

康 診 査 を受 診した ２，王５６ 名 のうち、 調 査 に同 意 を

得られた ２，脳 名（調 査 票 回収 率：９７．６％）
を対 象

に 調 査を実 施し、１，９７１ 名（有 効 回 答 率 ９３．６％）
か

ら有 効な回 答 を得た。
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２． 調査 期 闇

平成互４年度の基本健康診査の実施時期に併せ、

平成 ！４ 隼 ７月 中旬から１０月 下旬 に調査を行っ

危
。

３． 調 査 方 法

基本 健康 診査 通 知書 に、調 査 に関する説明 書

および 調 査 用 紙 を同 封 して、 各 対 象 者 に送 付し、

縫診 の実 施時に調査用 紙を回収し危。また、調査

対象 者が調 査に同意 する場合 にの み、調 査用 紙

に氏名 を記入後、調査用 紙に回
答してもらうことと

した。調査の依頼に
あたり、健診データおよび閤診

票等 の健診 結果を調査に利用 すること、
プライバ

シーの保護等につ いて、あらかじめ 書面で説明し

た。 調 査 用 紙 に氏 名 が 記 入
され たも の につ いて は、

調 査に対する同 意が得られ危ものと考完、健診デ

ータ、闇
診 票、健診 結果を合わぜデータの分析を

行 った、 な お、 統 計 処 理 は 統 計
パ ヅケ ージ ＳＰＳＳ

ｖｅｒ．１王
を 用 い た。

しろ 生 活の 規則 性との 関 連 が示 唆されている７）。 本

研 究では、規則
正しい食事および必要な食晶の摂

取 頻度などを併せて食習慣を評価した。 必要な食

晶 の摂 取頻度 については、杉 澤らの尺 度に従い

王ｉ 項 目 を設 定し、 実行 して いる項 目
には 王 点を与

え、 ｕ 項 目 の 点 数を単 純 加 算した（最 高 得 点 ｕ 点、

最 低 得 点 は⑪ 点）。１１ 項 目 のうち、１ 項 目 でも回 答

カミ得られ な かっ たケ ース に つ い ては、この 項 の 回

答 を無 効とし、 分 析を
行った。

なお、 肥 満 に つ い て は、 基 本 健 康 診 査 にお ける

測 定 値 から算 出した ８Ｍ１（Ｂｏｄｙ 腕ｓｓｌｎｄｅｘ）を用

い て、ＢＭ Ｋ１８．５ 釘 や せ」、１８．５≦ 脳玉く２５
釘 正

常」、２５≦ 醐１を
「肥 満 北 判 定し、コード化した。

表１ 性・年齢別対象者人数と構 成割 含

総数 男性 女性
年齢

人数（％） 人数（％） 人数（％）

雀Ｏ才代

５０才代

６０才代

７０才代

８０才～

３８１（１９．３）

４１６（２１．
亙）

５８２（２９．５）

５王王（２５．
９）

８１（ゑ．王）

９９（１４．
４）

１０６（１５．４）

２１２（３０．９）

２３２（３３．８）

３８（５．５）

２８２（２２
．
０）

３１０（２４．１）

３７０（２８．８
）

２７９（２１．７）

４３（３，３）

４、調査内容（付録参照）

調 査 内 容 は、 ① 基 本 的属 性、 ② 自 覚 的 健 康 度、

③自 覚症状および治療の有無とその内容、④通院

の有無とその内容、⑤目 常生活に影響のある健康

上 の問 題の 有無とその内 容、⑥ 健 康習慣 であっ

た。

自 覚 症 状 は、 国 民 生 渚基 礎 調 査
６）の ４２ 項 目の

症 状名 に 従 い、 質 問 項 昌 を設 定し、そ の 中から該

当 するものを選択してもらい、通 院者の傷病 につ

い ては、 自由 記 載されたものを、 同じく国 民生 活
基

礎 調査の４７ 項目の傷病名 に従い、研究者カ
ミ分類

し
、
コー ド化 し危、

健 康 習 慣 に つ いて は、 ブレスロー の７つ の 健 康

習 慣 わ、 宗 像の 予 防 的 保 健 行 動 尺 度
９）および、 東

京 都１こ在 住 する ３５～６４ 歳 の男 子 を対 象に、信 頼

性と妥当性 の検証カミすでに行われている杉澤らの

必 要 な食 晶の 摂 敢 頻 度 ９）をもとに、 重 複 する項 園

を 除く２９ 項 目を設 定した．

ブレスロー の ７ つの健康習慣のうち、 噸 食を

毎員奮べる」、 哺 食をしない」の ２ つと死亡率との

関連は 弱く、
統計的 有意佳 は示されておらず、む

合 計 １９７１（１００） ６８７（３４．９） １２８４（６５．王）

㎜， 結 果

１． 対 象 者 の属 性

調 査 対 象 者は、男 性 ６８７名、 女性１，２８４名 であり、

平 壇 年 齢 は
、
男 性 ６ゑ．６± ｕ．２ 歳、 女 性 ６０．２９立

１１．４ 歳 であった白また、性 別 の 年 齢 構 成 につ いて

は 表１に 示 す、 職 業 は、 男 性 で は 農
業 従 事 者カミ

３７．４
％ と 最も 多く、 次

い で 自 営 業 の ２１，
７％
、
会 杜

員 の 王１．６％、
無 職 の 者 は ２雀．７％ で

あ っ 危、 女
性 は
、

農 業 に 従 事して いる者と主 婦（家 事）がともに

２７．３％と最も 多く、 次 い で 自 営 業 の １０．８％、 会 杜

員 の ９
．
３％
、
無 職 の 者 は １３．７％ で あっ た。

平 場 世

帯 人 員 は ４．５±１，９ 人、 世 帯
構 造 では、 単身 世 帯

が １，６％、夫 婦 の みの 世 帯
が １３．銚 となっていた。

２、 対 象 者 の 健 康 状 況

工）基本健 廉診査 結果（図１）

対 象者の健 康状況ば、基本健 康診査の総合判

定 結 果 によると、
「異 常 な 〕 王５．５％、

「要 注 意」
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２王．２％、
「要 医 療」２６．３％、

「医 療 継 続」カミ ２９．０％ で

あった。これを勇 女 別 に みると、 有 意 な 差 がみられ、

男性 は女性に比べ「異常なし∬要 注意ｊの割 合が

低く、
「要 医 療］「医 療 継 続」の 割 合 が 高くなってい

た（ｐ≦０．Ｏ玉）。 年 齢 階 級別 にみ ると、４０～５０ 歳 代

の男 女は、他の年齢 群と比較して、 嘆 常なし∬要

注 意」、
ｒ要 医 療ｊ者 の 割 合 が 高く、

ｒ医 療 継 続」者

は 少な い傾 向 にあった。

Ｏ－ ２０竈 ４０－ ６０篶 ８０完 １００一

日 臭給なし 国 嚢注ε ｏ 蔓医 艘 国 陰簑 讐偏

図１ 隼 臓 階 級 別・性男１囎 合 判 定 結 果

２）通院状況（図２）

傷 病 で通 院して いる者 の 割 合 は、３８．９％であり、

女性 に比 べて、男 性のほうカ樋 院している割合カ
ミ

有 意 に 高かっ危（ｐ≦０．０１）。 年 齢 階 級 別 に みると、

男性の通院 者は、４０ 歳代を除き年齢とともに多く

なる傾 向 にあった。 女 性 につ いては、４０～７０ 歳 代

の通院者カ埠 齢とともに多くなり、８０歳以 上の通院

者 は、 各 年 齢 群の 中 で最も少なかった（ｐ≦０．０５）。

通 院 者 の 傷病 は、 高 血 圧 症カ
ミ最も多く（１０．６％）、

次 いで 高 脂 血 症（６．７％）、 腰 痛 症（２．７％）、 網 膜 の

病 気（２．７％）、 白内 障（２、工％）の 煩となっていた。

○鴨 ２０兜 ４０完 ６０誌 ８０見 １００完

意 に 高 か っ た。
（ｐ ≦Ｏ．０

１）
。
男 性 の 有 訴 者 は

、
４０

歳 代を 除き、 年 齢とともに高くなって おり（ｐ≦Ｏ，０１）、

女 性 は、４０
～６０ 歳 代 で、 年 齢とともに 低 下し、７０

歳 代以 上 になると牢齢とともに 高くなっていた（ｐ

≦Ｏ．０５）、 さら に、 自 覚 症 状 を 症 状 別１こみ ると、 男

性 は「腰 痛」（１６．４％）が 最も多く、 次 い で
「肩こり」

（１０．Ｏ％）、
「もの 忘 れ す る」（８，４％）、

「耳 鳴りが す

る」（８．２％）、
「手 足 の 関 節 が 痛 む」（７．９％）の 順 に

なって いた。 女 性 で は 嘱 こり」（玉８．８％）カ
ミ最も 多く、

次 い で「腰 痛」（１７．５％）、
「手 足 の 関 節 が 痛 むｊ

（ユ王．６％）、
「目 が か す む」（工０．７％）、

「も の 忘 れ す

る」（１０．３％）の順 になっていた。 自 覚 症 状 に対 する

治 療 に つ い て は、
Ｆ病 院・診 療 所 に 通 って いる」

（３３．０％）崩 最も 多く、 次 い で
「売 薬 を飲 ん だり、 つ

け たりして いる」（２１．１％）、
ｒあ ん ま

、
鐵 灸
、
柔 道 整

復 師 にか かって いる」（７．７％）の 順 になっ てい た。
一 方、２９．｛％ の 者勿油 覚 症 状 に 対して

ｒ治 療して

いない一と回 答していた。

○託 ２０｝ むＯ瑳 ６０毘 ８０完 、⑪Ｏ完
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匿Ｉ２ ｛事僚，彗籔兄６・セ１≡男０遍厘完｛矢量兄

３）自 覚症状の状況（図３）

自 覚 症 状 がある者の 割 合 は、 全 体 の ４８．８％であ

り、男 性 に比
べて 女 性 の 方が、 有訴 者 の 割 合が 有

峯 雛
井
ｓ 女性

竺 易性
←
富 女 牲

娑 舅桟
枇
ｓ 女 進

掌 男性
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～ 易 性
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轟 女 進

日 禽 覚 症 状おり 藺 自 覚 症 状なし

図３ 年ｉ令１暗 級易■」・丑主易稻自 覚証董状 の 有鶉奏

４）冒 常生活に影響のある健 康上の問題の状

況（図ξ）

目常 生活に影 響のある健康 上の聞題がある者

の 割 合 は、 全 体 の ！０．６％ であった、これ を性別・年

齢 階 級別 にみると、 性 差は みられな いカ
ミ
、男 女とも

年齢とともに問題のある者カ靖 意に多くなっていた

（ｐ≦Ｏ１０１）。このうち、７５歳 以 上 の後 期 高 齢 者につ

いて みると、２５．０％ の 者 が
ｒある」と回 答 しており、

影 響を 受 ける目 常 生 活 の 内 容 は、 休 出（９，１％）が

最も 多く、 次
い で 仕 事・家 事（７．０

蝪
、 運 動 （５．８％）、

衣 類 着 脱、 食 事、 入 浴 な ど の 貝 常 生 活 動 作

（３．７％）とな って い た。
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⑪琵 ２鰍 綱莞 劔荒 薯脇 鶉⑪ｏ嘉

蘭 健 療 悶 蟹 あ勾 回 侵 簾 蘭 題 なじ

璽毎 隼 齢 階穀 跳 検男媚 黛生 渤 こ影讐ある番

５）自覚的 健康度（図６）

自 労 の 健 康 を は い」、 ぼ あよい」，
「あま は くな

いコ、 はくな い」の４つ のカテゴリー に分 け、 自 覚 的

健康度としてた ずね危百 自 分の健 康について は

い」（２６，Ｏ％）もしくは ほ あよいＪ（６３，２％）と思って

いる者 は、 全 体 の ８９．２％ であった。 自 覚 的 健 康 度

は、男 佳 添 高く（ｐ≦ｏ，ｏ王／、男 女とも年 齢とともに有

意 に 低 下していた（ｐ≦Ｏ，０至）。５⑪ 歳 代 の 女 性 は、

他の年 齢群と沈べて、 自分の健 康をよいと思って

いる者の割 合薄堀 かった臼

⑪完 ２眺 事Ｏ莞 ６棚 ８脇 …Ｏ脇

一ヨぷむ、 国 書…あぷ』、 日 抵まり凄くなも、 園 凄くなし、

鐵竃 簿齢繕級 跡 栓激膿 慶 意議

３、対象者の健康習慣およびストレスの状況

健康に密 接に関係する生涯習慣、①飲酒、② 喫

煙、 ③ 睡 眠 時 間、 ④ 身 体 的 な運 動、 ⑤ 朝 食、 ⑥ 間

食、 ⑦肥 満 の ７ 項 冒 からなるブレスローの 健 康 習

慣 に痂 え、 特 に、 喫 煙、 飲 酒、 睡 眠 に つ いて は そ

れぞれの意識。必要な食 晶の摂敢 頻度の項 目か

らなる目 常の 生 活 習 慣 および、ストレスの 状 況 から、

対象 者の縫康 習慣 の評 樋を行 い、それぞれの健

康習慣 について、性別、牢齢 階級別に結果を凄と

め た
。

王）運動習慣（図６）

全 体 の３８．⑪％ の者 淋 定期 的 に運 動 を実 施して い

た。 性 別、年 齢 階 級 別 の 有 意 差 は みられな かった。

男 控 で は、８⑪ 歳 代 で、 運 動 習 慣 をも つも の が

郷、至％と最も多く、次 い で、 蜘 歳 代が 多く、 逆 に最

も 少ない の は５０歳 代 の３０，２％ であった。 女 性で は、

郷 歳 代の雀２．９％添 最も多く、５◎～７０歳 代 で はほ ぼ

横 ばい、８０歳 代 で３３，３％と最も少 なくなってい 危自

運 動 の 頻 度 につ いて みると、男 性カ 浮 場 ４，７±３．８

酬 週
、
女 性 は ４

．
８±雀
、
７ 目／週 で あっ た。 運 動 の

肉

容 で は、「散 歩。歩 行」訴 最も多く、この他
ギ体 操Ｊ、

「グラン汽ゴ ルフ」、
Ｆ水 泳」なども多 がった。

脇 ２０菟 側毘 εｏ菟 葛ｏ免 ヨｏ脇

竈 邊 藪あり 饅 還 戴 なし

璽６ 察 齢 繕 綴葛１１・性勇１腱 醐 習 擾

２）喫 煙 習 慣（図 ７一互、図 ７－２）

喫 煙 者の 罰 合 は、 男 性 ３２．６％、 女 性 ３．８％と明ら

かな 差邪 みられ、ユ冒２０本 以 上 の 喫煙 者に つ いて

は
キ
勇 佳 か １◎．２％、

女 性 ⑪
．
４％ であ っ た。

勇 性 の 喫

煙 者 は、 年 齢 ととも に 有 意 に 低 下 して い 危（ｐ

≦⑪
，
０１）
。
ま 危
、 喫 煙 者 のうち 男 性 の ２雀，１％、

女 控

の ５３．１％ が
「タバコは なるべく吸 わ な いようにして

いる」と節 煙を 意 識してい危。

脇 ２脇 尋鰍 ６眺 冨協 １００脂

鉋 すう ８ 玄わ ない

図？一三 性郷 噂 齢藩級 鰯禦 嬢習 慣

郷



○鴉 ２６竈 右Ｏ簑 ６０覧 ８０鶉 １ 榊

日 簸 煙しても、る 傍 簸 遅していな い

霞 ト２ 漣 脈 隼 熾階鍛男繊 種 状況

３）飲 酒 習 慣（図 ８－１、図 ８－２）

男 性 の お 酒 を「飲 む」（５２．４％）
「ときどき飲 む」

（王７．５％）を合 わせ た飲 酒 者 は ６９．９％ であり、女 性

の ２０．９％と比 べて 低かった。また、男 女とも
「飲 勧

香 の 翻 含 は、 年 齢ともに 低 下してい 危（男 性ｐ

≦０
．
Ｏ至
、
女 佳ｐ≦０．◎

王）
。
飲 酒 者 の 飲 酒 頻 度 は、

勇

性 が ５．５ 財 週、 女 性 は ３．３±２、王 冒／週 であり、
夏

目 あ危りの飲 酒 量は、 ビール では ③、８ 却，５ 本 畑 、

胃 本 酒 で は 互
．
３ 合 畑

、 焼 醗 で は １，６
杯／目、 ウイス

キ ー では 五．８ 杯／目 であっ危、 幡 はなるべく飲まな

いようにして いる」者 の割 合 は、男 性 で は ゑ８．５％、

女 性 で は ８９，２％ であり、 年 齢とともに 多くなってい

た（ｐ≦Ｏ，０１）。ま危、
「お 酒 を飲 む 此 回 答 し危 者の

うち
、
男 性 で は １６．８％ が、

女 性 で は ３５．
９％ が 節 酒

を意 識して いた。

口 籔 勧 函 ときど普 籔 む 目 籔 ま ない

蜜８－ｉ 年蟻繕 毅瑚・後翻 欽溺習狽

４）睡眠時闘および休養の状況（図９）

牢齢階級別の睡眠時間は、男女とも加齢とともに

長くなっていたζｐ≦Ｏ．０１）。 女 性の 睡眠 時聞 は、男

性 に 比 べ 有 意 に 少 なく（ｐ≦Ｏ，０五）、 矯 に、 女 性 の

郷 ～５０ 歳 代 では、７ 割 近くが
「７時 闘 未 溝 北 回 答

して い淀。
また、 女 性 は、

「夜 ふ かしをじないように

して いるコ者 が、 男 控 に比
べ 有 意 に 少 なかっ た（ｐ

≦０．０１）、 睡眠 状 況 につ いて みると、 はく眠 れる 北

回 答 した 女 性 は ８６．跳 であり、 男 性 の ９２．◎％と比

較 して 少 な 淋った（ｐ≦０．０１）。 疲 労 の 対 処 状 況 に

つ いては、有意な性差は示されず、 琳 暇 淋 冒を

疲 労 回 復 のた め に利 用 している」者 は 全 体 の

５３．７％であっ淀自裏た、
ｒ疲 労 を感 じたら休 養 ををる

ようにしている一者 は 全 体 の ８４．７％ であった自 男 女

とも年齢当ともに疲労を感じ危時に休養をとるように

している者 の 割 合 添 高くなって おり（ｐ≦ｏ．ｏユ）、 男

性 は年 齢とともに、 休暇や休冒を疲 労回復 に利用

している者 の割 合汚塙 くなっ てい危（ｐ≦ｏ．◎王）。

２棚 ４０荒 ６０菟 暑ｏ琵 柵 脇

ｏ？篤 悶未 済 圏了…９涛 闘 Ｇ９騎 闘以 上

園９ 隼 齢膣…級易１卜 経男１脹萎ヨ民蒔 蕩

５） 沸 レスの状況（図王０）

員常生活での悩みやストレスの状況についてｒい

つも感じている」脱 まに感じている∬めったに感じ

な い」の ３ つ のカテ ゴリー に分 け自 覚 的 なストレス

状 況を危 ず ね た。ストレスを
竈いつも感 じている」女

性 は王５．７％ であり、 男 僅 の王Ｏ．４％と比 べて 多くなっ

て い危（ｐ≦Ｏ．Ｏ王）。凄た、男 女とも 年 齢 階 級 別 に 有

意 な 養が 示され、勇 牲 は、 郷 歳 代 および ８０ 歳 以

上で 多くなり（ｐ≦Ｏ．０１）、 女 性 は、 郷 歳 代 が最も 多

く、 加 齢とともに、 朴 レスの 自 覚 は 砥 下して いた（ｐ

≦ ｏ
，ｏ至
）
。

富 鰯 漕して いる 国 簡 慈して いな い

國ε一２ 牽 溢騰 級溺・煙男１腕 漕状 規

姐



○曽 ２０一 棚 ６０鶉 ８０託 １００篶

考 男 性
ト

尋 女燈

ξ 男 憧
余
葛 女栓

ゼ 勇 性
糸
９ 安佳

掌 男 性
缶
２ 女 憧

～ 雛
朴
畠 女 涯

○し、つも 回 た湊‘二 回 めうた になし、

図１０ 隼 臓 階 級 刷・性 測 ス トレス の 状 況

６）食 習 慣（図 １１－１
、
図 王１－２）

対 象 者 の ほとん どカミが、 朝 食 を 欠 かさず、 規貝蟹

的な 食 生 活 をしていた。
「朝 食 を食 べる一、

「闘 食を

しない」、
「規 則 正しい食 事をする」、

「海 草 の摂 取」

の ４ 項 目 を除き、 女 性 は男 性 に比 べて、 健 康 によ

い 食 習 慣 をもってい た。しかし、 臓 食 をしな い」者

は、男 性 に 多 かった。 年 齢 階 級 別 に みると、
ｒ肉 や

魚、 卵の 摂 取」、
ｒ油 を使った 料 理 の摂 取」、 などの

項目を除き、男 女とも年齢とともに、よい食習慣をも

っ 割 合 が 高くなり、 特 に、男 性 は年 齢 群 による差カ
ミ

顕 著 だった。 男 性 は、
「緑 黄色 野 菊 、

訂果 物 、
「芋

類」の 摂 取 および、
ｒ塩 分を控 える」、

ｒ肉の 脂 身 は

〔％〕

㈹０

８０

６０

４０

２０

回

璽１１一一 年 崎陪 ９別食 習仁く男性〕

十 ４０才代
・ ・ 一 ８ 一一 ・ ５ ０ … ｒ 代

一 一ｉ６０才代

十 ｝ｏ才代
十 ８０才一

（晃〕

１００

葛０

６０

蜘

２０

０

畿 鵬 日 夜 む ８ 肉
貝」 ㍍ 会 ♂ 分 分 ω
正 看 を を を を 薗

し 毎 し 笹 蟹 渥 讐

い 目 な 兄 π 礼 を

倉 と い る る る 控

弓 る え

る

剛 ト２ 奪 ６喀汐 瑚食 督∬〔女性）

中 ４０才伏
１・ｏ “ ・ ５０ 才 俣

中 ６０才代

斗 ？ｏ才代
十 ８０才一

親 蛎 日 夜 臼 讐 萬

員茗 倉 倉 竈 分 分 Φ
莚 を を を を を 蘭
し ε し 蟹 漫 雀 ㌫

い 目 む π 瓦 兄 を

む と い る る る 達

δ る え

る

控乏る」の各項 目で、実施者の割合赫 ５０％を割っ

ていた自 女 性 は、 実 施 者 が 半 数に 満 たない 食 習 慣

は みられなかったカミ、 実施 者 の割 合が 少 ない 項 目

は、男 性と共 通して いた。 塩 分 を控 えている者 は、

男 性カミ３５．
４％
、
女 性 ５０．１％ で

あり、４０ 歳
代 の 男 女

（１６．８％、 女 性が ３５．９％）で は 特に、減 塩 に 対 する

配 慮が 薄 かった、

工１ 項 目 にわたる食習 慣 につ いて、 実
施されてい

る項目を単純加 算し、総得点から必要な食晶の摂

取 頻度 をみ た。 平 均 得 点 は、 男 性（６．５±２．５ 点）が

女 性 （７．８±２．１ 点）に 比 べ て 有 意 に 低 か っ た

（ｐ≦０．０１）。 牢 齢 階 級 別 で は、 男 女とも年 齢ととも

に 必 要 な 食 品 の 摂 取 頻 度 は 高くなっ て いた

（ｐ≦０．０１）。 対 象 のうち ６５ 歳 未 満 の男 佳 の 平 壇 点

（５，６±２．５ 点）は、杉 澤ら
８）の 調 査した東 京 都 の ３５

歳以上 ６５ 歳未満の男性の平均値（江東区 ６．０±

２
．
５
、
文 京 区 ６．

２±２
．５
）と比 べ 低 かっ た。

男 女 別 に、
「朝 食 を 毎 目 食 べる」、

「聞 食 をしな

い」、
「規 則 正しい 食 事」、

「夜 食 を控 える」の 各 項

目と、必要な食晶の摂取頻度得点との 関連をみた

ところ、 男 女とも、 欄 食 をしないＪを 除き、よい 食 習

慣をもつ 者ほど、必要な食晶の摂 敢頻度得点が有

意 に高くなって いた（ｐ≦Ｏ．０１）。

７）ＢＭＩ（Ｂｏｄｙ Ｍａｓｓ１ｎｄｅｘ）（図 １２）

肥 満 の者 の 割 合を みると、 男 性 は ２１．６％、 女 性

は １５．雀％ であり男 性 のほうが 肥 満 傾 向 にあった。

年齢 階級別で最も肥満者の多いのは、男性では、

皇０ 歳 代 の ２７．３
％
、 女
性 は、５０ 歳 代 の １８．０％ で あ

った。また、５０ 歳 代の 女 性を 除き男 女とも年 齢とと

もに肥満の 者は減り、や せている者が増えていた

（男 性 ｐ≦Ｏ．０ユ、
女 性 ｐ≦Ｏ．

０５）
。

㎝ ２０，Ｅ 棚 ６０，‘ ㈱ １００完

日 や ぜ 藺 正常 ｏ 縄 漬

鋤 ２ 隼齢 階級別・性 激 酬１

４２



ｗ． 考 察

１． 対象 者 の 健 康 状 況

基 本健 康診 査の総合 判定結 果において、郷～

５０ 歳 代の 男 女 は、他 の 年 齢群と比 べて、 良好な 健

康 状態を保 持している者淡多い一方で、継続的な

医療の 必要な状態 へ 移行 する珂能性をもつ者も

多い、
「要 医療」予 備 軍 であった。

対 象者の自 覚 症状、通 院状況、 目常生 活への

影響および自覚的健康度を、国 民生活基礎調査
創

の結果と比 較すると、自覚症 状カ
ミある者（有 訴者）

は、 男 女ともす べての 年 齢 階 級 で全 国より多く、 特

に、４０～５０歳 代 で は、この傾 向 が 顕 著 であった。こ

れ を症 状 別 に 全 国 の 状 況と比 較 すると、
ｒ腰 痛」、

ズ肩こり」、
「手 足 の 関 節 茄 痛 むＪな どの 筋 管 格 系 症

状の訴えが多かった秘、その原因につ いては今回

の研 究 からは明 らか に はされなかっ危。ま
た
、 通 院

者、および健康上の問題で胃常生活に影 響のある

者 は、 全 国
６）より少 なく、 自 覚 的 健 康 度 は、 全 国より

高い 傾 向 にあった。

本研究の対象者は、何らかの健 康上の闇題はあ

るものの、目常生活の支 障になる健 康間題は少な

く、自 倉の 健 康をよいと感じて いる者の 多い、 比 較

的 健 康 度 の 高い 集 団と考えられる竈しかし、 今 後も

これらの「要 医 療」予 備 軍 である対 象 者 に は、これ

までの地 域保健活動の軸であるｒ２次 予防一のため

の活動那 重要である。さらに、 筋骨格系 症状を始

ぬとした有訴率の高い症状については、その原因

を明らか にして いくことが 必 要 であろう。

しか し、５０ 歳 代 の 女 性 は、 他 の年 齢群 と比 較し

て、 有 訴 率 は 低 い 淋、 自 覚 的 健 康 度も低 い 傾 向添

示され た。また、ストレスの 自 覚 は、４０ 歳 代 の 女 性

に比 べて 低 かった が、 はく眠 れ ない」者 の 割 合 は、

５０ 歳 代 の 女 性カミ最も高 かった、この時 期 の 女 性は、

更年期という生理的変 化に伴う心身の変調に悩ま

されることが 多く、 地位と役 割 の 移 行、 家 族 のライフ

スタイル の 変 化 工ｏ）などの 危 機も抱 えており、そうい

った年齢 的な特徴カミ影 響し、自覚的 健康度が低く

なっているとも 考 完られる， 今 後、表 在 化 す る症 状

や 疾 患 だ け でなく、ライフサイクル の 申 で、この 年

齢群の女性カミもつ特 徴を把握し、役割 喪失感など

の心理的危機 王ｏ）への支援を含めた保健活動が必

要であろう。

２．対象 者の健康習 慣

これ凄での 調 査３脇と同 様、 対 象 者 は、 勇性 に比

べ女性の方がよりよい健 康習慣 や健康意 識をもち、

男女とも加齢とともに、よい健康習慣をもつ者の割

合 が増 加していだ。

健廉生活習慣 については、遅くとも 蛎 歳から５５

歳に は、従 来からの 生活習 慣の 改善指 導を強 化

することが 必 要 であるとの指 摘もある 亘ユ；、 今 回、４０

歳 代の男女は、何らかの健康上の聞題をもつ者が

少なくないにも関わらず、健 簾習慣の 実施および

そ れ に 関 する意 識 は 低 かった白この 年 齢 群 は、 杜

会 的にも、 家 庭に お いても、 大きな役 割 を担って お

り、 自 分 の 健 康より、 そ れぞ れ のもつ 役 割 を果 た す

ことに樋値を置いていることがその一 因となってい

るとも 考 えられ る。 特 に、 勤 労 者 にとって 労 働 は 重

要 な 役 割 であり、 杜 会 の 申 で 囎 くこと」を基 準 に、

働くために必要なものとして自 分の健 康について

考 完る傾 向 に ある１２
）１３）
。 した

が っ て、 働く 男 女 に は、

「健 康」を前 面 に 出 すの で はなく、
「働き続 けること」

を支援するような保健 活動を展 開していくことが必

要 である。

健康状態 には、さまざまな健康習 慣が影響して

いるが、 以 下 では、 特 に、 性別、 年 齢 階 級 別 に明 ら

かな特 徴が 示され彪、 睡 眠 時 闘、 食 習 慣 に つ いて

述 べる。

王）睡眠 時聞

女 性 は、勇 性と比 べ て、概 ねよい 健 康 習 慣と意

識 をもって い危が、 睡 眠 時 間 は短く、 特 に、 郷 ～５０

歳 代 で はこの 傾 向 が 強 かった自これ は、 杜 会 生 活

基礎 調査 王皇）の結果における全国の状況とほぼ一

敦した百 女 性の 就 業 率カミ高くなる中、この １Ｏ 年 の

女 性 の 家事 時 間 は、 ほとんど変 化 那なく
１５）
、依 然と

して妻や嫁としての家の役割に忙殺されている旦亙ヒ

とも、 女 性 の 睡 眠 不 足 の 一 因と考完られる。 また、

健康状態に対 する睡 眠時間の影響 は、男性より女

性 の ほうが 深 刻 で あり ７）、 不 適 切 な 睡 眠 時 間 は、

服 ＱＯＬを有 意 に低 下さぜる３）、 今 後、睡 眠 時 間淋

短い壮年期の女性の健康課題として、適切な睡眠

時聞 の 確 保 にも 注目し、さらに、 女 性のライフスタイ

ル 全体を整え、広く健 康習慣を見 直していく予 防

的 な関 わりも重 要 であろう。

４３



２）食習慣

生 渚 習 慣 の 申 でも、 特 に、 食 習 慣 に つ い ては、

明らかな 性 差と、 年 齢 階 級１こよる差 崩 示され た。 一

般 的 は、 食 事に 関 わることは女 佳 の 役 割 であること

淋 多く、 胃 常 的 に 女 性 淋 食 事 の 準 傭をし、 男 性 は

むしろ受 身 の 姿勢 で 関 わっている 王６）、 女 性 に比 べ

男性の食習慣に対する配慮は少ない頑、特に。郷

歳代の男 憧の食習 慣への健 康配慮の乏しさ添貿

立った。 食 事 行 動など は、鰯 人 の 闘 題 であるよりは、

家族や 職業など、杜会の中でのそれぞれの集団を

単位として 成 並していることは 否 めない ㈱。 食 習 慣

１こつ い て個 人 的 な 援 助 を行うと共 に、個 人 を 敢り

巻く生活 環境全般 にわたって、魯己 管理を支える

杜会環境の整傭も必要である。

ｙ
．
まとめ

２００２ 年 度基本健康診 査の結果と健康習慣につ

いて、 性 別、 年 齢 階 級 別 に 分 析し検 討 を行 い、そ

の結果、対象 者の健康 状況および健 康習 慣につ

いて、以 下 の、 性 別、年 齢 階 級 別 の 特 徴カ
ミ示され

た
、

①４０～５０ 歳代の男女は、良好な健康状態を保持

している者もいる一方で、継 続的な医療の必要

な状態 へ移行する可能性をもつ 者が多い年 齢

群 であるζとカミ示され定。

② 有 訴 春の割合は、男 女ともす
べての年 齢階級

で 全 国より高く、 特 に４０～５０ 歳 代 でこの傾 向カミ

明らか であった。

③５０歳代の女牲は、自覚的健康度カ堀 い煩向が

示さ扱 た。

④ 杜年期、特に 蜘 歳代の男女は、他の年齢群と

艶較して生渚習 慣における健康 配慮が乏しい

ことカミ示され、さらに、 如 歳 代 の 男 佳 では、 食 習

慣への無関心添目 立った、

⑤ 女性、 特 に 各Ｏ～５０ 歳 代 の 女 佳 の７割 は、 睡 眠

蒔間が７時間未満の睡眠不足の状態であり、こ

の年 齢群の健 康 課題として、適切な睡眠 時聞

の確保の必要性か示された。
コミュニ ティー・二 一 ズ の 分 析 の 際 に は、 保 健 デ

ータ芯 けでなく、 健 康 以 界の 何 に 対して、な遼 樋 値

をおくの か考 慮 するζと淡 極 めて重 要である１η。 地

域保健看 護 活動は、す
べての地 域住 民を対象に

しており、地域全 体の健康 課題の解 決の危めの支

援 淋 重 要である。そ の危めにも、 住 民 ひとりひとりが

もつライフスタイルや緬値観などの鰯別性を重視し

淀、鰯 別 の 支 援 の 必要 性も高 い，さらに、 対 象 春 の

置かれている環境、杜会的役割や樋値観を踏漢え、

対象集 団を把握し、それ ぞれの二一ズに応じた支

援 を行っていくことが 重 要であろう。
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